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今月のあいさつ 

 

こんにちは、アースベース

の 2016年 3月のノザワです。

ところで 3 月って何かあっ

たでしょうか。3日の皺…お

っと間違い、“雛”祭りくら

いしか思い浮かびません。そ

ういえば、14 日がホワイト

デーでした。バレンタインデ

ーの恩返しの日。“女尊男卑”

のこの時代にはぴったりで

す。無理矢理の企業戦略で 3.14 を作った感ありあり

ですが、バレンタインに準拠する云われがあって案外

歴史があるようです。プレゼントはクッキーやマシュ

マロがお馴染みですが、どこかのお菓子メーカーはパ

イを売り出し定着させようとしたそうです。“3.14＝

π”だからだそう。よく考えたのに定着する気配は皆

無ですねぇ。 

 

ある刃は… 

 

職業柄、カッターナイフに大変お世話になっておりま

す。看板屋ですのでアレやコレやをスパッと切ってい

きます。オルファ様々なのです。 

カッターナイフは切れなくなると刃先をポキポキ折

ることで切れる刃先が使えるようになりますよね。 

あれは板チョコが割れるのをヒントにして開発され

 

たのだそうです。それを成功させる努力の賜物で出来

た製品なのです。それは世界初の商品で“折る刃”か

ら“オルファ”と名付けられました。本当ですよ。 

世界のカッターの頂点“オルファさん”には頭が上が

りません。足を向けて寝ることもできません。どこに

お住まいかは存知あげませんが… 

 

ワラいあり涙あり 

 

皆さんはワラに囲まれたことがありますか。 

別にキリストごっこをしているわけではございませ

ん。 

先日、我がアースベースはワラで溢れかえりました。

事業所一面のワラです。内容は明かせませんがとある

仕事を請け負ったからでひたすらワラを作りまくっ

たからなのです。まるで事業所は“牛や馬を放牧”“ア

ルプスのハイジ”“2度とマザー牧場には行きたくない”

といったありさまでした。 

人間、いざワラを目の前に積まれるとワラにもすがる

気持ちで立ち向かうしかないものなのです。 

ワラを束ねて、すいて、水につけて、しぼって、干し

て… 一週間それを繰り返し、やっとミッション完了。

あの愛しいワラたちが某所で大活躍されるのを祈り

つつ大量のワラを見送った時には無意識のうちに目

からあふれるものを感じました…嘘です。不思議と感
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慨深くなることはありませんでした。どこかでワラの

束を見つけたら、“嗚呼、そういえばアースベースで

ワラを作ったって言っていたなぁー”と思い出してや

ってください。 

ところで、皆さんは『ワラ』という字は書けますか？

覚え方があるのですよ。 

“草の下に高木ブー”で≪藁≫。本当に余談でした。 

職場に“藁”がきたら使ってみてくださいネ(藁い)！ 

 

730 日の軌跡 EARTHBASE 開設 2周年 

 

この 2 月、アースベースは設立２周年を迎えました。

長かったようで短かった 2年間でした。 

開設当初のメンバーは 4名。仕事のない暇な日も結構

あり、そん

な日は看板

を貼る練習

をしていま

した。今で

は嘘みたい

な日々です。 

現在メンバ

ーは 15名で

す。そこに職員さんが 5名、正直全員揃うと事務所が

とても窮屈です。うち 13 名は男、しかも 19 歳の M

くんをのぞけば全員おっさん。寒い冬の日も暑苦しい

のです。 

それでも、皆が仲良く仕事しているということは奇跡

なのかもしれません。いや、毎日仕事あるということ

が余計なことをしないで済む秘訣なのかもしれませ

ん。というわけでこれを読んでいる読者の皆様、当事

業所の平和のために仕事を受注してくださいね。 

思えばこの 2年間、看板製作以外にもいろんな仕事を

やってきました。 

水に濡れながらのトラック反射板作り、真夏のまった

だ中に自販機の中に展示する缶コーヒーのダミー缶

作り 40万個。(この時は地域のボランティアの方にも

たくさん応援してもらいました。) 

つい最近はアトラクションで使用する大量のワラ作

り。この時は事業所内に一日中わらの埃が舞っていて

視界が見えなくなる時もありました。 

なぜか楽だった仕事より辛かった仕事ばかりが思い

浮かびます。そんなものなのかもしれませんね。 

銀座の有名洋菓子屋さんの菓子箱つくりは毎月定期

的に仕事がもらえるようになりました。 

所内のレクリエーションも幾つか開催しました。フッ

トサル大会、ボーリング大会、花見にクリスマス… 

毎月開催しているわけではありませんが、開くとほぼ

全員が参加してくれて和気あいあいと進行します。 

昨年の暮れからはわが社で一番パソコンに精通して

いる Sさんの PC教室もスタートさせました。Sさん

オリジナルテキストです。文字入力のしかた、メール

の設定、インターネットのつなぎ方から始まって、ワ

ード、エクセル、最終的には表計算とグラフの挿入ま

で教えてくれます。 

たった 2年の間にアースベースはこんなふうに成長し

ました。今後とも職員一同、頑張ってまいりますので

温かく見守ってやってください。よろしくお願いいた

します。 

 

編集後記 

 

第 6号の「月刊地球基地」いかがでしたか？ 

今年ももう３ヶ月過ぎます。早いものですね。寒かっ

たり、暖かかったり、さらには花粉まで飛んでいたり

で体調には充分お気をつけください。 

 

また次回よろしくお願い致します。 


